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花壇を作ろう！

２０１７年１月８日（水）今年の活動初日、「新しい花壇」作りに着手。病院の西、バス道と建物の間にあるスペースを耕

して花壇にする計画です。長い間雑草に覆われていたので土は固く、草や木の根が埋もれていて大変！

幸いな事にこの日は力仕事が出来る男性がいたので、土を掘り返す作業は大いにはかどりました。

その後、「土地の測量」をしたり「植栽計画」を話し合ったり・・。それと並行して耕す作業を何回も。木々や草の根だけで

はなく、砂利、陶器や瓦の破片などが埋まっていたのは震災後の瓦礫を埋めたのかも知れません。もう、あれから２２

年・・。

２月中は「耕す」作業が続き、３月になるとレンガ購入→レンガ積み→土や肥料を入れて耕すと進み、そして４月３日

（月）、いよいよ植物の植え付けです。メンバーが持ち込んだ宿根草や樹木の苗が１２種類ありましたが、１年草を加えて

華やかにしょうと、数人で三宮のガーデンショップへ出向き、魚竜梅やペチュニア、カラーリーフなど購入した後、大きく３

つのブロックに分けた花壇に植え付けて「花壇」が完成！！　これからどう育ってくれるか楽しみです。

２か月余りで新しい花壇が完成したのは、メンバーの頑張りと共に人

数も大いに関係あり、最初の頃は４人だったのが、６人 になり、今では

１0人に増えました。６人の時には「玄関前」「東」「病棟前」の３か所位し

か手入れが出来ず、不完全燃焼気味で維持管理するのが精一杯でし

た。　が、今では「南・西」「バス停横」「紫陽花街道」など６か所と活動

範囲も広がり、花の数も増えて、手入れも行き届くようになりました。通

りすがりの方々からも良く言葉を掛けられ、「花が持つ癒しの力」を実感

する日々です。

新しい花壇は歩道と同じ高さにし

たので、間違って踏まれたり、珍し

い花がごっそり消えたり、とちょっと寂しい気分になる時もあります。

でも、これからも、来院される方々が癒され笑顔になれるような、又、通りすがりの

方々に足を止めホッとして貰えるような花壇を目指し、みんなで楽しく前向きに活動し

ていきたいと思います。


